
微量水分計 FM-300A

取扱説明書





微量水分計 安全上のご注意
微量水分計は安全のための注意事項を守らないと、火災などにより死亡や物的損害などの事故が発生することがあり危険

です。 また、高熱を発生する加熱部があり火傷を負う可能性があります。

■安全のための注意事項をお守りください。
取扱説明書に記載の注意事項をよくお読みください。

■故障した場合は使用しないでください。
故障および不具合が生じた場合は、必ず当社修理サービス窓口にご相談ください。

■警告表示の意味
取扱説明書および製品には、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐため、次のようなマーク表示をしています。マーク

の意味は次のとおりです。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される

内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性、または物的損害の発生

が想定される内容を示しています。

この表示は、本器を安全に使うためにぜひ理解していただきたいことがらを示しています。

注意を促す記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

火災 火傷 感電 防護メガネ 禁止 分解禁止 水濡れ禁止 強制 プラグをコンセントから抜く アースをつなぐ

● 加熱によって危険な化学変化を起こす試料は測定しないでください。 また、可燃性のガスが存在する
環境下で使用しないでください。
爆発、有毒ガスの発生等の恐れがあります。

● 試料の種類によっては、手袋・防護メガネ・防護マスク等を着用し、十分に換気してください。
薬品の飛沫による皮膚や目の障害を起こす恐れがあります。 また、蒸気の吸引による気管障害の恐れがあ

ります。

● 日本国内では電源電圧AC100V以外で使用しないでください。
過電圧を加えると過熱し、故障や火災の原因となります。

● 電源ケーブルのアース線は必ず接地してください。
コンセントが2Pのときは、アダプタから出ている緑色のアース線を接地してください。 3Pの場合
は自動的に接地します。
接地していないと感電の恐れがあります。

● ヒューズの交換は指定させた容量・タイプのものを用い、電源コードをコンセントから外して行ってく
ださい。
指定外のヒューズを用いると、火災等の危険があります。

● 微量水分計を分解、改造しないでください。
故障、感電、火災などの原因となります。 故障と考えられる場合は、当社修理サービス窓口へご連絡ください。

● 水濡れに注意してください。
本器は防水機構となっていません。 本器の内部に水が侵入すると感電、故障の原因となります。

警 告

警告

注意

お願い



注 意

● 測定中および測定直後の微量水分計の測定部は高熱を発しています。 加熱管、保護管、試料皿などを、
手で直接触れないでください。 機器に触れる場合は、所定の部位や付属の器具を使用してください。
火傷の恐れがあります。

● 高温、低温、高湿、直射日光、電源ノイズ、腐食性ガスおよびほこりの多い場所での使用、保管は避けて
ください。

● 水平で、振動の無い安定した場所でお使いください。

● 移動させるときは、必要以上に傾けたり、強い衝撃や無理な力を加えないでください。

● 電源コード、電源ケーブルを抜き差しするときは、コードを引っ張らず、コネクタ、プラグ部を持って
行ってください。

● 使用していないとき、および落雷の恐れのあるときは、電源スイッチをOFFにし、電源コードをコン
セントから抜いておいてください。

● 異臭、煙、発火等、危険と思われる何らかの事態が発生したときは、電源スイッチをO F F にし、電源
コードをコンセントから抜く等、適切な処置を行ってください。

● 操作キーを押しながら、電源スイッチを入れないでください。

● 指定されたキー以外、複数の操作キーを同時に押さないでください。

● 指定されたキャリアガス以外を使用しないでください。

● 動作の途中（測定中）に電源を切らないでください。 故障の原因になります。 万一、測定中に電源が切
れた場合は、すぐに電源を入れてください。
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1. 測定原理と特長

1-１ 測定原理

水分測定を行う場合、すべてにおいて基準加熱乾燥法が公定法となっています。 し

かし、基準加熱乾燥法は時間がかかる上、設備も大がかりになります。 また、微量水

分域での基準加熱乾燥法は非常に困難な作業になります。 従来、このような微量水

分域の水分測定は、有機溶剤等を使用するKF法などが多く用いられてきましたが、こ

の方法にはいろいろな問題点もありました。

これらの問題点を解決したのが微量水分計FM-300Aです。 本器は、公定法である

基準加熱乾燥法に準拠した水分測定装置です。

測定方法
外気から遮断した加熱管の中で、試料に赤外線を照射して加熱乾燥させ、発生した水

分および水分以外の気化物をキャリアガス(Ｎ2)でフィルタ部へ運びます。そこで水

分選択操作を行った後、水分吸着部で水分だけを取り出し、吸着剤の質量変化から水

分値を求める方式です。 これはフィルタ併用水分吸着法 （Filtered Moisture

Adosorption Method)と呼ばれ、加熱乾燥による質量変化で微量水分を測定する

方法では現在最も有効な方法であり、公定法である基準加熱乾燥法に準拠した方法

です。

水分選択操作
加熱乾燥により発生する物質は水分だけではなく、有機物等（水分以外の気化物等）

も同時に発生します。 その発生した気化物等を取り除く操作を水分選択操作と呼ん

でいます。 これは加熱乾燥後、一度活性炭の中を通して行います。 その後水分だけ

を取り出すために、水分吸着剤の中を通し、最終水分量を算出します。
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1-2 測定原理図

測定原理を図にすると、以下のようになります。

測定は、以下の4つの部分を通過しながら行われます。

1 加熱部 外気を遮断した中で赤外線を照射し、試料を加熱乾燥させます。加熱乾燥によっ

て試料から蒸発した水分と水分以外の気化物は、外部から流入したキャリアガス

によってフィルタ部へ運ばれます。

2 フィルタ部 ここでは、フィルタ内部の活性炭のはたらきによって、水分以外の気化物だけが

選択的に取り除かれ、フィルタから出てくる物質は、キャリアガスと試料から蒸

発した水分だけになります。

3 水分吸着部 キャリアガスによって運ばれた水分は、ここですべての水分が吸着され、最後に

残ったキャリアガスは器械の外に排出されます。

4 天秤部 水分だけを採取した水分吸着部の質量変化から水分値を算出します。

1-3 KF法との違い

従来、微量水分域の水分測定に多く用いられてきたKF法との違いは以下のとおりです。

1 化学反応により水分量を換算する方式ではありませんので、化学薬品を使用しません。

水分換算計算式は下記のようになります。

M（％）＝（Ｍ2／M１）×100

・Ｍ ：水分量

・Ｍ１：試料初期質量

・Ｍ2：加熱により蒸発した水分のみの質量

2 天秤を内蔵しているので、あらかじめ試料質量を測定したり、試料を運ぶ手間がかかりません。

3 測定が自動化されているため、個人差の少ない測定データが得られます。

4 水以外の妨害反応による測定誤差がほとんどありません。

5 加熱乾燥により発生した水分および水分以外の気化物に対して水分選択操作を行っています。
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1-4 特 長

1 任意質量サンプリング方式で、簡単に測定ができます。

2 20カ所の測定条件登録エリアを備えていますので、さまざまな試料の測定条件を登録するこ

とによって、よりスムーズな測定を行なうことができます。

3 キャリアガスのガス流量を変えることにより、測定時間の短縮が可能です。

4 自動停止モードを用意していますので、目的に合った測定精度、または条件で測定を行うこと

ができます。

5 プリンタ（オプション）に接続し、測定途中の乾燥状態や最終測定値等の文字データ、あるいは

グラフをプリントアウトすることができます。

6 データ管理ソフトウエア（オプション）を使用することにより、データの管理や操作等を、パソ

コンから行うことができます。

7 バックライト付大型LCD採用により、表示部が見やすく、測定中でも乾燥曲線を確認すること

ができます。

8 内蔵天秤のキャリブレーションが簡単な操作でできます。

1-5 適 用（測定可能なもの）

1 加熱によって危険な化学変化等を起こさないもの。

2 固体、粉体、粒体の試料。（一部、液体の試料も可能）
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1-6 仕 様

型 式 ：FM-300A

測 定 方 式 ：水分吸着法

試料質量範囲 ：10mg～5g

最小表示桁 ：水分率 ： 0.0002％または2ppm（試料5gの場合）

質 量 ： 0.00001g（0.01mg）

測定表示単位 ：水分率および質量（任意切り替え可能）

・水分量表示（Wet-Base Moisture） : mgまたはg

・水分率表示 : ％またはppm

吸 着 剤 ：分子ふるい性吸着剤

水分選択剤 ：活性炭

表 示 方 式 ：バックライト付きLCD 320×240（ドット）

測定モード ：時間停止、自動停止

ユーザエリア ：測定条件登録エリア（20カ所）

温度測定方式 ：白金抵抗体

温度制御方式 ：PID制御

温度設定範囲 ：70℃～300℃（1℃間隔）

熱 源 ：ECヒーター

試 料 皿 ：チタン製（直径48mm、深さ5mm）

インターフェイス：シリアル入出力端子（RS-232C）

環 境 条 件 ：5～40℃、85％RH以下（結露なし）

電 源 電 圧 ：AC100V/120V/220V/240V （50/60Hz）

消 費 電 力 ：400W(最大)

外 形 寸 法 ：510（W）×470（D）×455（H）mm

質 量 ：約29kg

付 属 品 ：スプーン・ヘラセット 1セット 加熱管 1個
試料皿鋏み 1個 吸着セル 1個
シーリング 1個 吸着セル蓋 1個
試料皿 2個 セル抜き 1個
Ｏリング小 1個 フィルタホルダ 1個
ミクロラスシート（カーボン用）2枚 保 護 管 1個
ミクロラスシート（セル用） 1枚 防振パッド 4個
温度センサ固定具 1個 取扱説明書 1冊
ヒューズ（予備） 1本
電源コード（プラグ付） 1本
試料ケース 2個
吸着剤（モレキュラシーブ3Å） 1瓶
活性炭 1袋

オプション ：プリンタ（VZ-330）、RS-232Cケーブル、デシケータ、

データロガーソフト KDL-01
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1-7 水分吸着剤（モレキュラシーブ3Å）

モレキュラシーブ3Å（分子ふるい性吸着剤）
試料を加熱乾燥させて発生した気化物のうち、水分だけを取り出すために重要なはたらきをするの

が「水分吸着剤」です。 本器では、この水分吸着剤としてモレキュラシーブを用いています。

モレキュラシーブは分子ふるい作用をもつ多孔性合成ゼオライトで、極めて均一な細孔を持ち、この

細孔に入ることのできる物質だけを吸着します。 細孔内に存在する強い電場の影響によって、より

揮発性が少なく、磁性の強い、また不飽和度の高い分子ほど強く吸着します。すなわち、水のような極

性物質や不飽和性の高い炭化水素などを優先的に吸着します。また、吸着物質の濃度（分圧）が極めて

低い場合も、大きな吸着能力を持っています。

本器で使用しているモレキュラシーブは、脱水用として有効な3Å（オングストローム：1×10-8cm）

の細孔径を持つものです。

特 長
1 極性の高い親水性有機溶媒の乾燥時でも溶出しません。

2 五酸化リンに次ぐ強い吸湿力です。

3 吸湿能力が常温で20％と大きく、高温でも他の乾燥剤に比べ大きな吸湿能力を持っています。

4 微粉末の混入が少なく、簡便に使用できるペレット状（ソル）タイプです。

1-8 活性炭（高機能多孔質カーボン）

高機能多孔質カーボン
加熱乾燥によって試料から蒸発した気化物のうち、水分以外の気化物だけを取り除くはたらきをす

るのが「活性炭」です。 本器では高機能多孔質カーボンを用いています。

この高機能多孔質カーボンは、石油コークスやヤシ殻などの原料から特殊な製法により製造された

炭素材で、以下のような特長があります。

特 長
1 表面積が大きい ：従来の2～3倍の約2400m2/gの表面積を持つ炭素微粒子。

2 細孔容積が大きい ：微細な細孔が極めて多く、細孔容積が大きい。

3 吸着容量が大きい ：各種の被吸着物質に対する吸着容量が極めて大きい。

基礎物性

項 目 高機能多孔質カーボン

・表面積 （m2/g） 2400
・細孔容積 （mL/g） 1.2
・タップ密度 （g/mL） 0.4
・よう素吸着力 （mg/g） 2200
・メチレンブルー脱色力 （mL/g） 400
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2. 各部の名称

2-1 付属品の名称

スプーン・ヘラセット ×1 試料皿挟み ×1 シーリング ×1 試料皿 ×2

Oリング小 ×1 ミクロラスシート（カーボン用） ×2 温度センサ固定具 ×1 ヒューズ（予備） ×1
ミクロラスシート（セル用） ×1 （AC250V/5A）

加熱管 ×1 吸着セル ×1 吸着セル蓋 ×1 セル抜き ×1

電源コード（プラグ付） ×1 試料ケース ×2 吸着剤 ×1 活性炭 ×1
（モレキュラシーブ3Å）
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2-2 本体各部の名称

＜本体正面＞ ＜本体背面＞

 ヒューズホルダ

 ACアウトレット

 GAS INコネクタ

 電源スイッチ

 シリアル入出力端子（RS-232C）

 電源インレット

 LCD表示部

 キー操作部

 保護管

 試料ケース出入口

アジャストフット

 本体ベース

 本体カバー

フィルタホルダ ×1 保護管 ×1 防振パッド ×4 取扱説明書 ×1

＜本体側面＞

電源セレクトスイッチ
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 調整用ボリューム格納場所
（LCDコントラスト調整ツマミ・ブザー・ガス流量調整ツマミ・水準器）

 吸着セル格納蓋

＜調整用ボリューム格納場所の内部図＞

 スライドテーブル

 試料ケース

 試料皿

シャフト押し下げボタン

加熱管位置決めシャフト

＜本体上面（保護管なし）＞ ＜本体上面（保護管付）＞

LCDコントラスト調整ツマミ

ブザー

ガス流量調整ツマミ

水準器
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2-3 キー操作部の説明

操作部のキーは、次のような機能を持っています。

2 デリートキー
1 数値キー、カーソル移動キー

8 ファンクションキー

4 イジェクトキー

5 メニューキー

6 ストップキー

7 メジャーキー

3 リターンキー

項番 名 称 機 能

1

数値 キー、カーソル移動キー 数値を入力するときに押します。

（     ）キー 入力する「 ＿ 」、「  」を移動するときに押します。

2 Delete キー（デリートキー） 入力した数値を変更、取り消すときに押します。

3 Return キー（リターンキー） 入力した数値を設定（確定）するときに押します。

4 Eject キー（イジェクトキー） 試料ケースを出し入れするときに押します。

5 Menu キー（メニューキー） メニュー表示を行うときに押します。

6 Stop キー（ストップキー） 測定、操作を途中で止めるときに押します。

7 Measure キー（メジャーキー） 測定を開始するときに押します。

各種設定を行うときに押します。

ファンクションキーの割付は以下のとおりです。

Ｆ１ 測定条件の設定

8 F1～F6 キー Ｆ2 測定条件の登録・呼出

（ファンクションキー） Ｆ3 測定図、測定値の出力

Ｆ4 部品の交換（吸着剤、加熱管）

Ｆ5 システム設定（印字、年月日、メモリの初期化）

Ｆ6 その他の設定（加熱管加熱の停止・延長、表示言語の設定、天秤キャリブレーション、ブランクゼロデータの設定）
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2-4 フローチャート

ブランク測定

通常測定

排出位置

待機位置

測定位置

測定条件の設定

測定条件の登録

測定条件の呼出

測定図の出力

測定値の出力

吸着剤の交換
加熱管の交換
加熱管の調整

印字の設定
年月日の設定
メモリの初期化

加熱管加熱の停止・延長
表示言語の設定

天秤キャリブレーション

ブランクゼロデータの設定

待機画面の切り替え

待機画面 Measureキー

Ejectキー

Menuキー

Stopキー

F1キー

F2キー

F3キー

F4キー

F5キー

F6キー

（測定モード）

（試料皿移動モード）
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2-5 初期設定

本器は、目的に応じた測定のために、各種の設定ができるようになっています。

それぞれの設定方法については、P36 『6. 各種設定方法』で詳しく説明しますが、出荷時には登録

番号1～20の20カ所すべてが下記のように設定されています。

測定条件 ：時間停止モード

測定単位 ： ppm

乾燥温度 ： 100℃

測定時間 ： 30分

測定条件名 ：未設定

試料番号 ：未設定

測定者（登録者）：未設定

データ出力形式：印字なし

セル吸着量 ：0.0mg

その他の設定項目は、空の状態になっています。

すべての設定内容は、本体電源を「OFF」にしても保存されます。再び電源を「ON」にしたときは、自

動的に前回の設定内容になります。

＊ 購入して最初に電源を入れたときの登録番号は、「No.1」を表示します。。

＊ 設定（  キー）でメモリの初期化を行った場合、登録されているデータ（測定条件等）はす

べて消去され、上記の出荷時の設定値に戻ります。（⇒ P62 『6-6-3 メモリの初期化』参照）

＊ 加熱管は調整済みですので、そのまま使用できます。
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3. 本体の設置、組立

3-1 設 置

3-1-1 設置時の注意事項

1 本体の設置には、次の点に注意してください。

＊ 振動のない場所に設置してください。

＊ 温度環境をできるだけ一定にしてください。

＊ 本器に風が直接当たらないようにしてください。

2 本器は、キャリアガスとして高純度窒素ガス（純度 : 99.998％以上、露点 : －61℃以下）の

使用が標準仕様となっていますので、高純度窒素ガスの使用をお勧めします。

＊ 本器のガス入力仕様は、0.1MPa以下です。

3 窒素ガスを配管するときには、次の点に注意してください。

＊ 配管にはテフロンチューブを使用してください。

＊ 窒素ガスの純度または露点を確認してください。

＊ 窒素ガスの純度または露点が仕様どおりでも、下記のような場合はガス中に水分を含んでい

ることがありますので注意してください。

● 窒素ガス発生場所からの配管距離が長い場合。

● 配管を長い間使用していなかった場合。

● 配管作業終了から時間がたっていない場合。

このような場合はデシケータを使用するか、または配管内の水分を取り除くために、十

分な時間と量のガスをあらかじめ流してください。

本器に水分が流入した場合、測定ができないことがあります。

4 本体の設置が完全に終わるまで、電源を入れないでください。また、電源コードも抜いておい

てください。

注意
強制

操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

1. パッケージを開梱し、付属品の種類と
数量を確認してください。

2. 本体を取り出し、平らな台の上に置き
ます。
本体のアジャストフットの下に、防振
パッド4個をセットします。

＊万一、付属品が不足している場合は、お買い
求めの販売店、または当社東京営業部、支
店・各営業所までご連絡ください。

＊本体は、外部の振動や風などの影響を受け
にくい、平らな安定した台に置いてくださ
い。

アジャストフット防振パッド

3-1-2 本体の設置



21

操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

2. 吸着剤（モレキュラシーブ3Å）を付属
のスプーンで、吸着セルに入れます。
図の位置まで入れてください。

3.吸着セルと吸着セル蓋の横穴を合わ
せ蓋をします。

横  穴

ここまで入れる

吸着セル

スプーン

1. 吸着セルの中に、ミクロラスシート
（セル用）を入れます。

＊このとき、吸着セルの中の大きな穴がミク
ロラスシート（セル用）でふさがっているこ
とを確認してください。

4. 本器上部手前の吸着セル格納蓋を開
けます。

5.吸着セル格納部の台座に吸着セルを
のせるようにして取り付け、吸着セル
格納蓋を閉めます。

3-2 吸着剤の充填、吸着セルの取り付け

吸着セル蓋

ミクロラスシート（セル用）

吸着セル

＊吸着セルの横穴が、前後になるように取り
付けてください。

＊吸着セルは、台座の上に軽く置いてくださ
い。強く押しつけると、天秤が破損する恐れ
があります。

吸着セル格納蓋
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操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

3. 加熱管にACの端子をつなぎます。
本体から出ている紅白模様の2本の
ケーブルには、黒い保護シールが付い
ていますので、それらをすべて取り外
します。
図のように、加熱管にそれぞれのケー
ブルの端子を、確実にしっかりとネジ
で締めてください。

4.本体から出ているキャップ小の付い
た白いチューブ2本の先端のテープを
外し、チューブの先を加熱管左右の2
カ所のガラスネジ部にしっかりとね
じ込みます。

＊ネジを締めすぎると加熱管を破損すること
がありますので、注意してください。

3-3 加熱管の取り付け

＊ 加熱管の取り付けは、電源スイッチおよび電源コードを入れた状態で行なうと感電する危険

があります。必ず本体背面の電源スイッチを「OFF」にし、電源コードを抜いてから行なって

ください。

警告
感電

1. 図のように、加熱管の下部にシーリ
ングを取り付けます。

2.図を参考にして、加熱管を本体上部の
左側に取り付けます。ロックするま
で、左右のどちらかに90度回します。

＊このとき、図のようにシーリングと加熱管
が密着していることを確認してください。
密着していないと動作不良になる場合があ
ります。

シーリング

加熱管

＊必ず加熱管がロックされていることを確認し
てください。

黒い保護シール

AC100V端子
白

AC100V端子
白

＊チューブを引っ張っても抜けないことを確
認してください。

＊キャップは回転が止まるまで強くねじ込ん
でください。

＊加熱後（10分程度）、熱膨張でキャップがゆ
るむ場合があります。 測定前に必ず確認し
てください。

＊配管、配線がヒータ面（ガラス表面）に接触
しないように注意してください。

ガラスネジ部

注意
強制

テープ

キャップ小
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操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

2. スプーンを使って、活性炭をフィルタ
ホルダの上面2mm程度下まで入れま
す。

3.加熱管の上部筒の中に、Oリング小を
入れます。

1.フィルタホルダ、ミクロラスシート
（カーボン用）2枚、Oリング小、活性炭
を用意します。
まず、フィルタホルダの中に、ミクロ
ラスシート（カーボン用）を入れます。

＊加熱管を傾けるとフィルタホルダが落下し
たり、活性炭がこぼれ出しますので注意し
てください。

4. Oリング小の入った加熱管の上部筒の
中に、活性炭を入れたフィルタホルダ
を挿入します。

5.活性炭の入ったフィルタホルダの上
にミクロラスシート（カーボン用）を
のせ、本体から出ているキャップ大の
付いたチューブを加熱管上部（フィル
タホルダ部）にのせます。
後の測定準備の時、しっかりねじ込み
ます。（⇒P25 『4 測定準備』参照）

3-4 フィルタホルダ（活性炭）の取り付け

＊電源を入れた後、加熱管の熱でキャップ大
が柔軟性をおびてからしっかりねじ込んで
ください。冷たい状態でねじ込みますと、摩
擦で加熱管が破損することがあります。

＊精度の高い測定を行うためには、活性炭を
交換することが必要です。（⇒ P58 『6-5-
4 活性炭の交換』参照）

＊このとき、Oリングが斜めにならないよう、
筒の中心に入れてください。

2mm

ミクロラスシート
（カーボン用）

フィルタホルダ

スプーン

活性炭

Oリング小

注意

ミクロラスシート
（カーボン用）

フィルタホルダ部

キャップ大
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操 作 手 順 注 意 事 項

2. 保護管を図のようにロックされるま
で回して取り付けます。

1.本体から出ている温度センサを加熱
管上部（側部）の細いガラス管の中に
入れ、温度センサ固定具で固定しま
す。

3-5 温度センサと保護管の取り付け

＊このとき温度センサの先端が、ガラス管の
最下部まで挿入されていることを確認して
ください。ガラス管の最下部まで挿入され
ていないと、温度制御ができません。

温度センサ固定具

温度センサ

3-6 キャリアガスの配管

本器は、加熱乾燥によって試料から蒸発した気化物をキャリアガスで流し、含まれる水分だけを捕ま

えて、水分値を求める測定器です。 そのため、本器に流すキャリアガスは完全なドライガスでなけれ

ばいけません。本器はキャリアガスとして、高純度窒素ガス（純度 : 99.998％以上、露点 : －61

℃以下）を標準仕様としていますので、できる限り高純度窒素ガスをお使いください。

＊ 本器のガス入力仕様は0.1MPa以下です。注意
強制

操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

2. 供給ガスの吐き出し圧力を0.1MPa
以下にします。

1.供給ガスチューブ（外径Φ4）を背面の
「GAS IN」コネクタに強く差し込みま
す。

＊差し込んだ後、強く引っ張って抜けないこ
とを確認してください。

＊抜くときは、「GAS  IN」コネクタの周囲を
強く押さえながら引き抜きます。

GAS IN コネクタ

供給ガスチューブ
（外径Φ4）
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4. 測定準備

加熱管と保護管の取り付け作業等すべての設置、組み立てが終わったら、電源を入れ動作確認および

調整を行ないます。

2.本体背面の電源コネクタに電源コー
ドを差し込み、100Vの電源コンセン
トに差し込みます。

3.本体背面の電源スイッチを「ON」にし
ます。
加熱管取付け後はじめて電源を入れ
ると、ブザー音とともに、「加熱管の交
換（取付け）」の画面を表示します。

＊通常の使用時は、電源スイッチを「ON」にす
ると、手順5の画面に進みます。

＊加熱管を取付けていない場合は、直ちに電
源を切ってください。

＊表示が出なかったり見づらい場合は、調整
用ボリューム格納場所の、「LCDコントラス
ト調整ツマミ」（黒色のツマミ）を回して、見
やすい濃度に合わせてください。

＊日本国内では100Vでご使用ください。
100V仕様のヒータを装着したまま100V
以上の電圧を通電すると、加熱部が破損し
ます。

電源スイッチ

電源コード

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

加熱管の交換（取付け）

 
加熱管の交換（取付け）確認をします。

 
加熱管温度： 29℃

  Menu：次へ

LCDコントラスト調整ツマミ

強制注意

火災警告

1. 本体上部右側（調整用ボリューム格納
場所）の蓋を取り外すと、手前に水準
器があります。
本体下部の4本のアジャストフットを
回して、水準器の気泡が赤い円の中に
入るようにします。

調整用ボリューム
格納場所の蓋

電源コネクタ

水準器

100V電源コンセント
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4.  キーを押します。

加熱管の取付けを確認し、  キーを

押します。

＊加熱管を取付けてない場合は、  キーを

押さずに電源を切ってください。

加熱管の交換（取付け）

加熱管の交換が終了している時は、
  Return  を押してください。
 
終了していない時は電源をＯＦＦにし、
取扱説明書に従って交換してください。
 
加熱管温度： 28℃

  Return：終了

強制注意

5.「Kett」ロゴマークと「しばらくお待ち
ください」の初期画面を表示し、天秤
の初期設定を行ないます。

 

 
しばらくお待ちください

 Ver. 1.08

6. 天秤の初期設定終了後、待機画面に変
わります。
そのままの状態で30分ほど時間をお
き、P23 『3-4 フィルタホルダ（活性
炭）の取り付け』の手順5で、加熱管上
部にのせていたキャップ大をしっか
りねじ込みます。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  100 ℃
測定時間    -    30 分

温度:  40℃
流量: UNRml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08

7. 表示部のガス流量を確認します。
調整用ボリューム格納場所の「ガス流
量調整ツマミ」（銀色のツマミ）をゆっ
くり回しながら、測定する試料に適し
たガス流量になるよう調整し、蓋をし
ます。

＊本器のガス流量の使用範囲は1 0 0 ～
1000ml/minです。通常の試料では、300
～700ml/min程度のガス流量が適切です。

＊ガス流量を急激に上げると、ガス流量表示
が出ないことがあります。ガスはゆっくり
と流してください。

＊ 比重が非常に細かい粉末は、ガス流量により加
熱管内で飛び散ることがあります。試料が飛び
散らない程度にガス流量を下げてください。

＊ 表示部のガス流量表示は、2.5秒間隔で書き換
えを行なっています。「ガス流量調整ツマミ」を
回してもすぐにガス流量表示が変わらないこ
とがありますが、故障ではありません。

＊ ガスを流し始めた直後は、正確な測定ができま
せん。必ず5分以上ガスを流してから、測定を
開始してください。

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  100 ℃
測定時間    -    30 分

温度:  40℃
流量:   400ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08
ガス流量

ガス流量調整ツマミ

＊必ず30分ほど時間をおいて、加熱管の熱で
キャップ大が柔軟性をおびてからしっかり
ねじ込んでください。冷たい状態でねじ込
みますと、摩擦で加熱管が破損することが
あります。

8. はじめて測定するときや、設定内容を
変更するときは、必要に応じて各種設
定を行ないます。
（⇒ P19 『2-5 初期設定』、P36 『6.
各種設定方法』参照）
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5. 測 定 （  キー）

5-1 測定上の注意

1 試料ケースをのせるスライドテーブルが本器内部から出てきますので、試料ケースの出入口を

ふさがないでください。 破損の危険があります。

2 試料ケースをのせるスライドテーブルには、試料ケース以外の物をのせたり、外力を加えない

でください。 スライドテーブルが破損する場合があります。

3 動作の途中（測定中）に電源を切らないでください。 故障の原因になります。

5-2 本体の準備

1 本器は高精度な電子天秤を内蔵しています。 天秤の安定のために、測定を開始する2時間前に

電源を入れるようにしてください。

また、測定中外部からの振動があると、測定誤差を生じることがあります。 測定中はもとより、

保管・運搬時においても本器に振動・衝撃等を与えないでください。

2 P23 『3-4 フィルタホルダ（活性炭）の取り付け』手順5で、フィルタ部にのせておいたキャッ

プ大をしっかりねじ込んでください。また、加熱管のキャップ（特にキャップ小の2個）は、熱膨

張でゆるむことがありますので、測定前にゆるんでいないことを確認してください。

3 シーリング（加熱管下部に取り付けたゴムリング）はゴム製品です。 加熱管の設定温度を30

℃以上下げた場合、シーリングが熱収縮を起こし、その状態で測定すると試料皿がシーリング

に貼り付いて故障の原因になることがあります。

30℃以上設定温度を下げたときは、30分ほどそのまま放置して、シーリングが十分になじん

でから測定を開始してください。

＊ 試料皿がシーリングに貼り付いてしまった場合は、電源を切り、お買い求めの販売店、または

当社東京営業部、支店・各営業所へご連絡ください。

4 測定を途中で強制的に終了させると、器械内部の加熱管内に水分が残留することがあります。

このままですと、次の測定に誤差を与えたり、測定ができないことがありますので、途中で強

制的に測定を終了させたときは、5分以上ガスを流し、加熱管内の水分を取り除いてください。

注意

禁止注意

禁止注意
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5-3 試料皿の準備

1 試料ののせ方

試料は、均一に広げた状態で測定してください。 凸凹

や山盛りにすると内部の乾燥が遅れ、測定時間が長く

なることがあります。

2 試料を試料皿の周りにこぼした状態で測定しないでください。 測定時に加熱管のシール不良

（密閉不良）が起こります。 また、試料皿やシーリング（加熱管下部のゴムリング）を破損する

場合があります。

同様に、試料ケース内に試料をこぼした状態で測定しないでください。 こぼしたときは、その

まま測定せず、必ず取り除いてから測定してください。

3 試料皿に前回測定した試料などが残っていると、高精度な測定は望めません。 ごみ、汚れを確

実に落とすか、使い捨てのアルミ皿などを用いてください。

4 温まっている試料皿に試料をのせると、測定開始前に予熱で水分が蒸発し、測定誤差を生じる

恐れがあります。 次の測定を行うときは、必ず冷えている試料皿を使用してください。

試料
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5-4 測定手順 （ キー）

本器の測定は、通常測定とその前に行うブランク測定の2段階に分かれています。

まず、測定誤差となるの要因を取り除くためのブランク測定を行なわないと、通常測定を行なうこと

はできません。

以下の手順で測定を進めます。

1） ブランク測定

測定誤差となる要因を、通常測定の前にあらかじめ取り除くための測定です。

本器は、試料を試料皿にのせるだけの操作で水分測定ができますが、測定前の試料皿に水分が付着し

たままですと、測定誤差になります。そこで、これらの測定誤差の要因を事前に取り除くために行う

のがブランク測定です。

ブランク値とは？
ブランク測定を行うと、そのブランク値は本器に記憶（格納）されます。 一度格納されたブランク値

は、次からの通常測定でも測定結果に自動的に演算されますので、同じ試料を続けて測定する場合に

は、ブランク測定を毎回行う必要はありません。水分値がきわめて小さい場合や、高精度の測定を望

むときには、毎回ブランク測定を行うことをお勧めします。
ゼロ

ブランク値は、電源を切るとリセットされて0になります。

測定条件の設定 または 呼出

（⇒ P37 『6-2 測定条件の設定（ キー）』またはP45 『6-3 測

定条件の呼出・登録（  キー）』参照）

ブランク測定

通常測定（試料測定）

確 認

電源：投入後2時間以上経っていますか？

温度：設定温度±5℃以内で安定していますか？

流量：ガスを流し始めて5分以上経っていますか？
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1. 待機画面で  キーを押します。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「ブランク測

定」を選択し、  キーを押します。

5.ブランク測定が始まると、測定画面に
変わります。

測定を中止する場合は、  キーを

押します。

＊加熱管温度と設定温度の差が±5℃以上で、
ガス流量が100～1000ml/min以外の条
件では測定できません。
（⇒ P73 『8-2 警告メッセージ』：35、41
参照）

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

測 定

通常測定

ブランク測定

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  100 ℃
測定時間    -    30 分

温度:   100℃
流量:   400ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08

3. ブランク測定画面になり、「試料皿を
のせてください」と表示します。
本体内部からスライドテーブルが出
てきますので、試料ケースと試料皿を

正しい向きにセットし、  キーを押

します。

ブランク測定

試料皿をのせてください

 

  Return：測定/  Stop：中止

4. スライドテーブルが本体内部に戻り、
画面が「測定中」になります。試料皿質

量を表示したら、  キーを押します。

測定を中止する場合は、  キーを

押します。

ブランク測定

  測 定 中
ST, +23. 31525 g

 

  Return：測定/  Stop：中止

＊測定中は、器械に振動を与えないでくださ
い。

＊測定中は、器械に振動を与えないでくださ
い。

＊ブランク測定の画面では、「試料」欄に
「-BLANK-」と表示されます。

 0’ 0     （mg）

試料 :  -BLANK- 乾燥温度 : 100  ℃
温度 :   100℃ 監視時間 :   60  秒
流量 :   400ml/min 変動幅 : 0.02mg

スライドテーブル

試料ケース

試料皿

＊試料ケースの向きが正しくないと測定がで
きません。また、破損の恐れがありますの
で、十分注意してください。

試料ケース

試料皿

＊試料皿と試料ケースのセットが不適切の場
合、天秤不安定で測定ができないことがあ
りますので、正しくセットしてください。
（右図の矢印部分に注意）
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2） 通常測定（試料の測定）

試料の水分を測定します。

ブランク測定のデータがないと、通常測定を行なうことはできません。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

測 定

通常測定

ブランク測定

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  100 ℃
測定時間    -    30 分

温度:   100℃
流量:   400ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08

通常測定

試料皿をのせてください

試料皿＋試料： g
試料皿 ： g
試料 ： g

  Return：測定/  Delete：再度/ Stop：中止

1. 待機画面で  キーを押します。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「通常測定」を

選択し、  キーを押します。

5.風袋質量除去が終わり、スライドテー
ブルが出てきます。
「試料皿に試料をのせてください」と

表示しますので、試料をのせ、

キーを押します。

＊加熱管温度と設定温度の差が±5℃以上で、
ガス流量が100～1000ml/min以外の条
件では測定できません。
（⇒ P73 『8-2 警告メッセージ』：35、41』
参照）

＊ブランク測定を一度も行なっていない場合
は、通常測定を行なうことはできません。
（⇒ P73 『8-2 警告メッセージ』：37』参照）

3. 通常測定画面になり、「試料皿をのせ
てください」と表示します。
本体内部からスライドテーブルが出
てきますので、試料ケースと試料皿を

正しい向きにセットし、  キーを押

します。

4.スライドテーブルが本体内部に戻り、

画面が「測定中」になります。試料皿質

量を測定し、風袋質量除去を行ないま

す。試料皿質量を表示したら、

キーを押します。

測定を中止する場合は、  キーを

押します。

＊測定中は、器械に振動を与えないでくださ
い。

通常測定

試料皿に試料をのせてください

試料皿＋試料： g
試料皿 ：23. 31525g
試料 ： g

  Return：測定/  Delete：再度/ Stop：中止

通常測定

  測 定 中
ST, +23. 31525 g

試料皿＋試料： g
試料皿 ： g
試料 ： g

  Return：測定/  Delete：再度/ Stop：中止

＊試料ケースの向きが正しくないと測定がで
きません。また、破損の恐れがありますの
で、十分注意してください。

＊試料皿と試料ケースのセットが不適切の場
合、天秤不安定で測定ができないことがあ
りますので、正しくセットしてください。

＊試料は試料皿の上に、平らに均一に広げて
ください。（⇒ P28 『5-3 試料皿の準備』参
照）
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9’10 （  ％  ）

試料 : 0. 0 109g乾燥温度 : 230  ℃
温度 : 230℃ 監視時間 :   60  秒
流量 : UNRml/min 変動幅 : 0.05mg

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

6. スライドテーブルが本体内部に戻り
ます。画面が「測定中」になり、試料の
質量を測定します。

測定を中止する場合は、  キーを

押します。

7.試料質量の測定が終わり、「試料質量
を確認してください」と表示します。

試料質量を確認し、  キーを押します。

 キーを押すと再測定、測定を中止

する場合は、  キーを押します。

8. 試料の測定が始まると、測定画面に変
わります。

測定を中止する場合は、  キーを

押します。

9. 測定が終了すると「測定終了」画面が
点滅し、スライドテーブルが出てきま
す。試料皿挟みで測定済みの試料皿を
取り出します。
印字の設定をしている場合は、同時に
印字を開始します。（⇒ P60 『6-6-1
印字の設定』参照）

＊試料は加熱管内部へ自動搬送されます。

＊測定中は、器械に振動を与えないでくださ
い。

通常測定

  測 定 中
ST, +23. 66755 g

試料皿＋試料： g
試料皿 ：23. 31525g
試料 ： g

  Return：測定/  Delete：再度/ Stop：中止

＊測定中は、器械に振動を与えないでくださ
い。

通常測定

試料質量を確認してください

試料皿＋試料：23. 66755g
試料皿 ：23. 31525g
試料 ：  0. 35230g

  Return：測定/  Delete：再度/ Stop：中止

9’10 （  ％  ）

試料 : 0. 35230g乾燥温度 : 100  ℃
温度 : 100℃ 測定時間 :   30  分
流量 : 400ml/min 変動幅 : 0.05mg

10.続けて測定する場合は、  キーを

押して手順2から繰り返します。

測定を終了する場合は、  キーを

押し、「測定」画面を表示したら、もう

一度  キーを押します。

待機画面に戻ります。

＊測定が終わった試料と試料皿は高温になっ
ています。取り出すときは、必ず試料皿挟み
を使用してください。

11.測定がすべて終了したら、電源をOFF
にし、ガス栓を閉めてください。
また、本器を使用しないときも必ず電
源をO F F にし、電源コードを抜いて、
ガス栓を閉めてください。

          E N D        51

        Measurement end
   Stop を押してください
 

測 定

通常測定

ブランク測定

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止
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5-5 その他測定に関する説明

1） 測定モード

時間停止、自動停止の2種類の測定モードがあり、測定終了判定の条件を設定します。

まず、どのモードで測定するかを選択し、さらに各設定内容を設定します。

1 時間停止モード
あらかじめ測定時間を決めて乾燥させ、水分を測定するモードです。 乾燥を開始してから設定した

時間に達すると、測定を終了して水分値を表示します。

設定できる範囲は1～120分で、1分ごとに任意設定でき、  キーを押して、途中で測定を強制

終了させることができます。

そのほかに、測定単位、乾燥時間、乾燥温度を設定します。（⇒ P38 『6-2-1 時間停止モードの設定

方法』参照）

2 自動停止モード
設定した温度で加熱乾燥を進め、監視時間Δt（秒）内で水分変化量（変動幅）がΔχ（ppm・%・mg・g）

以下になったときを終点（測定終了点）とみなして、測定を自動停止するモードです。

そのほかに、測定単位、乾燥温度、監視時間、変動幅を設定します。（⇒ P41 『6-2-2 自動測定モー

ドの設定方法』参照）

監視時間と水分変化量の設定範囲は、以下のとおりです。

監視時間を短く変動幅を大きく設定すると、測定時間が短くなりますが、変動幅がまだ大きいうちに

測定を終了することになります。

また、監視時間を長く変動幅を小さく設定すると、測定値は平衡値に近づきますが、測定時間が長く

なります。 試料と目的に合わせて設定値を決めてください。

監視時間設定範囲 水分変化量設定範囲

10～300（秒） 変動幅を 単位（ppm）： 1ppm～10000ppm で設定可能

1秒ごと任意設定 単位（％） ： 0.0001％～1.0％ で設定可能

単位（mg） ： 0.01mg～1000mg で設定可能

単位（g） ： 0.0001g～1g で設定可能

＊設定はそれぞれ最小桁ごと、ただし停止条件に関係なく、

最長120分で強制終了します。

測 定 時 間

変動幅Δx％

監視時間ΔL（Sec.）

測 

定 

値（
％
）

水分乾燥曲線
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測定を識別する設定項目の種類と説明

測定条件を設定すると、次に測定を識別する項目の設定があります。

この設定は、ユーザーエリアに登録する場合、およびすでに登録してある条件を検索する場合に必要

となる項目です。

また、オプションのプリンタやパソコンに接続した場合、出力される項目です。

設定内容は、以下のとおりです。

設定項目 内 容 入力範囲

測定条件名 登録する測定条件の名前 等 英数、記号：15文字以内

試料番号 試料番号・ロット番号 等 英数、記号：15文字以内

測定者名 測定を行う人の名前 等 英数、記号：15文字以内

2） 表示グラフの設定内容

グラフ出力の詳細設定はすべて自動になっていますので、新たに設定する必要はありません。

また、変更することもできません。

グラフの自動設定は次のようになっています。

自動設定項目 自動設定内容

グラフスパン ・0～測定値まで

（水分率、水分質量） ・その時点の測定値を最大スパンとして常時書き換え方式

グラフ範囲 0～20分 ：0～40分

（測定時間） 0～60分 ：・・・・・

20分間隔で常時書き換え方式

データ出力間隔 5秒間隔で固定
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3） 測定データの出力

測定前に印字設定を行なうと、ブランク測定、通常測定共に、プリンタまたはパソコンへリアルタイ

ムでデータを出力することができます。（⇒ P60 『6-6-1 印字の設定』参照）

＊ プリンタは、本器の電源がOFFのときに接続してください。その後、印字設定を行ないます。

＜プリンタ印字例＞

＊1の部分は測定前に、2のグラフ部分は測定終了後に

出力されます。

＊ブランク測定時は、2のグラフ部分のみ出力されま

す。

＊3の部分は測定前に、4の部分のデータ（流量、温度、

吸着量（g））は測定中随時出力されます。

＊ブランク測定時は、4の部分のデータ（流量、温度、吸

着量（g））のみ出力されます。

＊パソコンへの出力は、オプションの「データロガーソ

フト KDL-01」が必要です。

KDL-01の詳細については、「データロガーソフト

KDL-01」取扱説明書をお読みください。

＜パソコン出力例＞

1

2

3

4
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6. 各種設定方法

本器で測定を行なう場合、試料に合った測定条件を設定したり、部品の交換などが必要になります。

それらの操作を行なうために、6つのメニューが用意されています。待機画面のときに  キー

を押すとメニュー内容を一覧表示します。

6-1 ファンクションの呼び出し（  キー）

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  100 ℃
測定時間    -    30 分

温度:  40℃
流量: UNRml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08

1. 待機画面で  キーを押します。

2.「メニュー -FUNCTION KEYS-」一覧
画面を表示します。

 ～  キーで設定項目を選

択します。

中止する場合は、  キーを押しま

す。

＊各種設定画面へは、  キーからのみ進

むことができます。▲
▲
▲
▲
▲
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6-2 測定条件の設定（  キー）

測定モードには、時間停止モードと自動停止モードの2種類があり、選択したモードにより入力内容

が異なります。

測定単位

変動幅単位

乾燥温度

監視時間

変動幅

監視開始時間

測定条件名

試料番号

START

測定単位

乾燥時間

乾燥温度

測定者名

測定条件の登録？

END

測定モードは？

時間停止モード自動停止モード

＊ 最後の測定条件登録は、  キーの機能と同じで、本器内部ROMへの登録を意味します。

必ずしも登録する必要はありません。

測定条件の登録

YES

NO

▲
▲

▼ ▼

▼

▼

▼
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6-2-1 時間停止モードの設定方法

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「時間」を選択

し、  キーを押します。

5.数値キー  ～  で希望の「乾燥

温度」を入力します。ここでは「1 8 0

℃」と入力するので、 と

押します。  キーを押すと、入力し

た値が設定されます。

間違えて入力した場合は、  キー

を押して再入力します。

3. または キーを押すと、

マークが移動するので、「測定単位」を

選択し、  キーを押します。

ここでは「ppm」を選択しています。

4.数値キー  ～  で希望の「乾燥

時間」を入力します。ここでは「40分」

と入力するので、 と押しま

す。  キーを押すと、入力した値が

設定されます。

間違えて入力した場合は、  キー

を押して再入力します。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

＊1分間隔で、1～120分の範囲で設定できま
す。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

＊測定条件の編集画面になり、編集可能にな
ります。

設定条件の編集  時間モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   30  分
乾燥温度    -    100  ℃

    
    
    
    

 Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

測定モードを選択してください
時間   自動

設定条件の編集  時間モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   30  分
乾燥温度    -    100  ℃

    
    
    
    

 Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

  測定単位を選択してください
ppm %    mg    g

設定条件の編集  時間モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    - 40 分
乾燥温度    -    100  ℃

    
    
    
    

 Return：次へ/ 0-9：入力/ Delete：消去

  乾燥時間を入力してください
 1 - 120 分

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

＊1℃間隔で、70～300℃の範囲で設定でき
ます。

設定条件の編集  時間モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   40  分
乾燥温度    - 180 ℃

    
    
    
    

 Return：次へ/ 0-9：入力/ Delete：消去

  乾燥温度を入力してください
70 - 300   ℃

▲
▲
▲
▲
▲
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6.「測定条件名」入力画面になり、文字パ

レットを表示しますので、「測定条件
名」を入力します。カーソル移動キー

の     で文字を選択

した後、  キーを押すと入力され

ます。

間違えた場合は、  キーを押すと

削除できます。

「測定条件名」の入力が終了したら、

カーソルを「E N D 」に移動し 

キーを押します。

8.「測定者名」の入力に移りますので、「測
定者名」を入力します。

カーソル移動キーの   

 で文字を選択した後、  キー

を押すと入力されます。

間違えた場合は、  キーを押すと

削除できます。

7.「試料番号」の入力に移りますので、
「試料番号」を入力します。

カーソル移動キーの   

 で文字を選択した後、  キー

を押すと入力されます。

間違えた場合は、  キーを押すと

削除できます。

「試料番号」の入力が終了したら、カー

ソルを「END」に移動し  キーを

押します。

＊15文字まで入力できます。

＊「測定条件名」が未入力のままでも、測定条
件を設定・登録することができます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定条件名 ーーーーーーーーーーーーーーー

測定条件名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定条件名 ＴＥＳＴ００１

測定条件名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

＊ 15文字まで入力できます。

＊「試料番号」が未入力のままでも、測定条件
を設定・登録することができます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

試料番号 ーーーーーーーーーーーーーーー

試料番号を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

試料番号 ＮＯ .  ＡＡ１２３

試料番号を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

＊ 15文字まで入力できます。

＊「測定者名」が未入力のままでも、測定条件
を設定・登録することができます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定者名 ーーーーーーーーーーーーーーー

測定者名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：終了）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明
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操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

9 .「測定者名」の入力が終了したら、カー

ソルを「END」に移動し  キーを

押します。

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定者名 ＫＥＴＴー０１

測定者名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：終了）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

10.「測定条件の登録」画面に移ります。

カーソル移動キーの   で、登

録する番号を選択し、希望の番号を表

示したら  キーを押します。ここ

では「2」を選択しています。

登録を中止する場合は、  キー

を押します。

  測定条件の登録    No.
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   40  分
乾燥温度    -     100  ℃

    
    

測定条件名    - ＴＥＳＴ００１
試料番号    - ＮＯ .  ＡＡ１２３
測定者名    - ＫＥＴＴー０１

 Return：登録/ ：選択/ Stop：中止

2 ＊すでに測定条件が登録してある登録番号を
選択した場合、現在の測定条件が上書きさ
れます。

＊ここでの「測定条件の登録」は、  キー

の機能と同じで、本器内部のROM内に登録
されます。
登録しなくても、入力した測定条件はRAM
内に保持されています。

  測定条件の登録

登録をしてもよろしいですか？

 

  Return：登録/  Stop：中止

11.「測定条件の登録」確認をします。

登録する場合は キーを押します。

登録を中止する場合は  キーを

押します。
これで、時間停止モードの設定は終了
です。
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6-2-2 自動停止モードの設定方法

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「自動」を選択

し、  キーを押します。

5.数値キー  ～  で希望の「乾燥

温度」を入力します。ここでは「1 8 0

℃」と入力するので、 と

押します。 キーを押すと、入力し

た値が設定されます。

間違えて入力した場合は、  キー

を押して再入力します。

3. または キーを押すと、

マークが移動するので、「測定単位」を

選択し、  キーを押します。

ここでは「ppm」を選択しています。

4. または キーを押すと、

マークが移動するので、「変動幅単位」

を選択し、  キーを押します。

ここでは「mg」を選択しています。

＊変動幅の監視単位は、「mg」または選択した
「測定単位」（ここでは「ppm」）から選択でき
ます。

＊測定条件の編集画面になり、編集可能にな
ります。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

＊1℃間隔で、70～300℃の範囲で設定でき
ます。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -    100  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -   0.1  mg
監視開始時間    -        2  分

    
    

 Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

測定モードを選択してください
時間   自動

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -    100  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -   0.1  mg
監視開始時間    -        2  分

    
    

 Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

  測定単位を選択してください
ppm %    mg    g

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    - 180  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -   0.1  mg
監視開始時間    -        2  分

    
    

 Return：次へ/ 0-9：入力/ Delete：消去

  乾燥温度を入力してください
70 - 300   ℃

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -    100  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -  0 .1  mg
監視開始時間    -        2  分

    

 Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

  変動幅単位を選択してください
  mg    単位

▲
▲
▲
▲
▲
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操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

6. 数値キー  ～  で希望の「監視

時間」を入力します。ここでは「60秒」

と入力するので、 と押しま

す。 キーを押すと、入力した値が

設定されます。

間違えて入力した場合は、  キー

を押して再入力します。

8. または キーを押すと、

マークが移動するので、「監視開始時

間」を選択し、  キーを押します。

ここでは「2分」を選択しています。

7. 数値キー  ～  および .

キーで「変動幅」を入力します。ここで

は「0.01」と入力するので、  .

  と押します。  キーを押

すと、入力した値が設定されます。

間違えて入力した場合は、  キー

を押して再入力します。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

＊1秒間隔で、10～180秒の範囲で設定でき
ます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -    180  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -  0.01  mg
監視開始時間    -        2  分

    
    

 Return：次へ/ 0-9：入力/ Delete：消去

  変動幅を入力してください
0.01 - 1000   mg

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -     180  ℃
監視時間    - 60    秒
変動幅    -   0.1  mg
監視開始時間    -        2  分

    
    

 Return：次へ/ 0-9：入力/ Delete：消去

  監視時間を入力してください
10 - 180   秒

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

＊0.01mg間隔で、0.01～1000mgの範囲
で設定できます。

設定条件の編集  自動モード
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -    180  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -  0.01  mg
監視開始時間    -        2  分

    

 Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

監視開始時間を選択してください
    2   5 10     15min

9.「測定条件名」入力画面になり、文字パ

レットを表示しますので、「測定条件
名」を入力します。

カーソル移動キーの   

 で文字を選択した後、  キー

を押すと入力されます。

間違えた場合は、  キーを押すと

削除できます。

「測定条件名」の入力が終了したら、

カーソルを「E N D 」に移動し 

キーを押します。

＊15文字まで入力できます。

＊「測定条件名」が未入力のままでも、測定条
件を設定・登録することができます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定条件名 ーーーーーーーーーーーーーーー

測定条件名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定条件名 ＴＥＳＴ００１

測定条件名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲
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操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

11.「測定者名」の入力に移りますので、「測
定者名」を入力します。

カーソル移動キーの   

 で文字を選択した後、  キー

を押すと入力されます。

間違えた場合は、  キーを押すと

削除できます。

「測定者名」の入力が終了したら、カー

ソルを「END」に移動し  キーを

押します。

10.「試料番号」の入力に移りますので、
「試料番号」を入力します。

カーソル移動キーの   

 で文字を選択した後、  キー

を押すと入力されます。

間違えた場合は、  キーを押すと

削除できます。

「試料番号」の入力が終了したら、カー

ソルを「END」に移動し  キーを

押します。

＊15文字まで入力できます。

＊「試料番号」が未入力のままでも、測定条件
を設定・登録することができます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

＊15文字まで入力できます。

＊「測定者名」が未入力のままでも、測定条件
を設定・登録することができます。

＊この画面でも、  キーを押すと設定を

中止します。

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

試料番号 ーーーーーーーーーーーーーーー

試料番号を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

試料番号 ＮＯ .  ＡＡ１２３

試料番号を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：次へ）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定者名 ーーーーーーーーーーーーーーー

測定者名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：終了）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲

12.「測定条件の登録」画面に移ります。

カーソル移動キーの   で、登

録する番号を選択し、希望の番号を表

示したら  キーを押します。ここ

では「2」を選択しています。

登録を中止する場合は、  キー

を押します。

＊すでに測定条件が登録してある登録番号を
選択した場合、現在の測定条件が上書きさ
れます。

＊ここでの「測定条件の登録」は、  キー

の機能と同じで、本器内部のROM内に登録
されます。
登録しなくても、入力した測定条件はRAM
内に保持されています。

  測定条件の登録    No.
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -    180  ℃
監視時間    -  60  秒
変動幅    -  0.01  mg
監視開始時間    -        2  分
測定条件名    - ＴＥＳＴ００１
試料番号    - ＮＯ .  ＡＡ１２３
測定者名    - ＫＥＴＴー５７

 Return：登録/ ：選択/ Stop：中止

2

！”＃＄％＆’（）＊＋ , ー  .  /
０１２３４５６７８９：；＜＝＞？
＠ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯ
ＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ  END

測定者名 ＫＥＴＴー０１

測定者名を入力してください
 （  ：カーソル移動/ END：終了）

 Return：入力/ ：選択/ Delete：消去

▲

▲
▲

▲
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操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

13.「測定条件の登録」確認をします。

登録する場合は キーを押します。

登録を中止する場合は  キーを

押します。
これで、自動停止モードの設定は終了
です。

  測定条件の登録

登録をしてもよろしいですか？

 

  Return：登録/  Stop：中止
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6-3 測定条件の呼出・登録（  キー）

水分測定がスムーズに行えるように、あらかじめ測定条件を設定・登録し、呼出することができます。

6-3-1 測定条件の呼出

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「測定条件の

呼出」を選択し、  キーを押します。

＊内部ROMの測定条件登録エリアに、登録し
てある測定条件を呼出します。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「測定条件の呼出」画面に移ります。

カーソル移動キーの   で、呼

出する番号を選択し、希望の番号を表

示したら  キーを押します。ここ

では「3」を選択しています。

呼出を中止する場合は、  キー

を押します。

  測定条件の呼出    No.
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   30  分
乾燥温度    -     100  ℃

    
    

測定条件名    - ーーーーーーーーーーーーーーー
試料番号    - ーーーーーーーーーーーーーーー
測定者名    - ーーーーーーーーーーーーーーー
 Return：登録/ ：選択/ Stop：中止

3 ＊測定条件は登録番号1～20の20カ所に登
録されています。

＊出荷時には、登録番号1～20の20カ所すべ
てが初期設定の内容で登録されています。

（⇒ P19 『2-5 初期設定』参照）

4.登録番号「3」に登録されている設定内
容を表示します。

測 定

測定条件の呼出

測定条件の登録

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

  測定条件の登録    No.
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   30  分
乾燥温度    -     100  ℃

    
    

測定条件名    - ＴＥＳＴ００１
試料番号    - ＮＯ .  ＡＡ１２３
測定者名    - ＫＥＴＴー５７

 Return：登録/ ：選択/ Stop：中止

3
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6-3-2 測定条件の登録

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「測定条件の

登録」を選択し、  キーを押します。

＊内部ROMの測定条件登録エリアに、設定し
た測定条件を登録します。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「測定条件の登録」画面に移ります。

カーソル移動キーの   で、登

録する番号を選択します。希望の番号

を表示したら  キーを押します。

ここでは「2」を選択しています。

登録を中止する場合は、  キー

を押します。

  測定条件の登録    No.
測定単位    -  [ppm]
乾燥時間    -   30  分
乾燥温度    -     100  ℃

    
    

測定条件名    - ーーーーーーーーーーーーーーー
試料番号    - ーーーーーーーーーーーーーーー
測定者名    - ーーーーーーーーーーーーーーー
 Return：登録/ ：選択/ Stop：中止

2 ＊測定条件は、登録番号1～20の20カ所に登
録できます。

＊すでに測定条件が登録してある登録番号を
選択した場合、現在の測定条件が上書きさ
れます。

4.「測定条件の登録」確認をします。

登録する場合は キーを押します。

登録を中止する場合は  キーを

押します。

  測定条件の登録

登録をしてもよろしいですか？

 

  Return：登録/  Stop：中止

測 定

測定条件の呼出

測定条件の登録

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲



47

6-4 測定図、測定値の出力（  キー）

前回・前々回の測定条件と測定図をオプションのプリンタへ、および前回の測定条件と測定値をパソ

コンへ出力することができます。

6-4-1 測定図の出力 （オプショナルプリンタへ）

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「前回測定図

出力（PRINTER）」を選択し、  キー

を押します。

＊前回・前々回の測定条件と測定図を、オプ
ションのプリンタへ出力します。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.  または  キーで、出力する測

定図を選択します。

・ 前回測定図は  キー

・ 前々回測定図は  キー

を押します。

希望の測定図を表示したら、  キー

を押します。

出力を中止する場合は  キーを

押します。

＊測定図はプリンタのみに出力できます。

4.プリンタに測定条件と測定図を出力し
ます。
（⇒ P35 『3） 測定データの出力』参照）

測 定

前回測定図出力（PRINTER）

前回測定値出力（PC）

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

＊ あらかじめ「印字の設定」で、出力先（プリン
タ）の設定を行なってください。
（⇒ P60 『6-6-1 印字の設定』参照）
設定を行なわないと警告ウィンドウが表示
されます。（⇒ エラー番号：32参照）

7’25 （  ％  ）

試料 : 0. 21036g乾燥温度 : 230  ℃
温度 : 228℃ 監視時間 :   60  秒
流量 : 439ml/min 変動幅 : 0.03mg

  Return�F����/Stop�F���~/1&2�F�O���t1&2
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6-4-2 測定値の出力 （パソコンへ）

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「前回測定値

出力（PC）」を選択し、  キーを押し

ます。

＊前回の測定条件と測定値を、パソコンへ出
力します。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

＊出力されるデータは前回データのみで、ブ
ランク測定および通常測定の水分値（g）で
す。

＊測定値はパソコンのみに出力できます。

測 定

前回測定図出力（PRINTER）

前回測定値出力（PC）

 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

＊ あらかじめ「印字の設定」で、出力先（パソコ
ン）の設定を行なってください。
（⇒ P61 『6-6-1 印字の設定』参照）
設定を行なわないと警告ウィンドウが表示
されます。（⇒ P73 『8-2 警告メッセージ』：
32参照）

3 . キーを押すと、前回の測定条件と

測定値をパソコンへ出力します。
（⇒ P35 『3） 測定データの出力』参照）

出力を中止する場合は  キーを

押します。

  天秤データ出力

パソコン出力確認後、開始

 

  Return：出力/  Stop：中止
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6-5 部品の交換（  キー）

吸着剤の交換、加熱管の交換および加熱管の調整を行なうことができます。

6-5-1 吸着剤（モレキュラシーブ3Å）の交換

試料を加熱乾燥することによって発生した水分は、すべて本器内蔵の吸着剤に吸着されます。 吸着

剤の吸着量には限度があるため、交換の必要があります。

交換時期の目安として、水分積算吸着量が約1.2gH2Oです。

交換時期
1 待機画面のとき、表示部下部の「吸着」欄に吸着剤の積算吸着量が表示されています。 この積算吸着

量が1.2gになったら、必ず交換してください。

2 本器を長期間使用しなかった場合は、外気湿度を吸着していることがありますので、必ず交換してく

ださい。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「吸着剤の交

換」を選択し、  キーを押します。

＊吸着剤の交換を行ないます。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「吸着剤の交換」方法を表示するので、
表示に従って吸着剤を交換します。
吸着セル格納蓋を開けます。

交換を中止する場合は  キーを

押します。

＊  キーを押して終了すると、水分吸着量

がリセットされます。

部品の交換

吸着剤の交換

加熱管の交換

加熱管の調整
 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

吸着セルの交換

  1：吸着セルをはずしてください

  2：吸着剤を交換してください

  3：吸着セルをのせてください
 
  4：Return後吸着量を初期化します

  Return：終了/ Stop：中止

吸着セル格納蓋
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操 作 手 順 説 明 図 操 作 の 説 明

4. 図のように、「吸着セル」と「吸着セル
台」の間に「セル抜き」を差し込みま
す。

5.「セル抜き」と「吸着セル」を図のよう
につかみ、軽く握りしめると、てこの
原理で「吸着セル」が台から外れます。

6.「吸着セル」が「吸着セル台」から外れ
たら、静かに抜き上げます。

吸着セル

吸着セル台

セル抜き

吸着セル台

7. 吸着セルの中の古い吸着剤を捨て、新
しい吸着剤と交換します。
ミクロラスシート（セル用）を紛失し
ないようにしてください。

8. 吸着セルと吸着セル蓋の横穴を合わ
せ蓋をします。

＊吸着セルと吸着セル蓋の横穴を合わせてく
ださい。 穴位置がズレていると、測定時に
キャリアガスが器械外部へ放出されず、測
定ができなくなります。

＊吸着剤は無害です。 不燃ゴミとして処理し
てください。

横  穴

ここまで入れる

吸着セル

スプーン
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10.吸着剤交換後、  キーを押します。

「待機画面」に切り替わり、水分吸着量
は初期化され、0.0gになります。

＊吸着剤の交換直後は、内部天秤が不安定で
す。交換直後の測定は避け、30分ほど経過
してから測定を開始してください。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

9. 吸着セル格納部に取り付けます。
吸着セル格納部の台座に吸着剤をの
せるように取り付け、吸着セル格納蓋
を閉じます。

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  180 ℃
監視時間    -    60 秒
変動幅    -    0.1  mg
監視開始時間    -      2 分
温度: 180℃
流量:  60ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08
水分吸着量

＊ 非通電時でもキャリアガスを流しておくと、外気の進入を防ぐことができます。

＊ 非測定時（キャリアガスが止っているとき）は、吸着セルと吸着セル蓋の横穴をずらして密閉

してください。 外気の進入を防ぎ、吸着剤を効率良く使用することができます。

＊吸着セルの横穴が、前後になるように取り
付けてください。

＊吸着セルは、台座の上に軽く置いてくださ
い。強く押しつけると、天秤が破損する恐れ
があります。
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6-5-2 加熱管の交換

加熱管はガラス製なので、破損したりひびが入ることがあります。 その場合は測定ができませんの

で、新しい加熱管と交換してください。

また、試料によっては、加熱乾燥すると有色ガスが発生することがあります。 有色ガスが発生すると、

ガラス内面に付着して内部が見えにくくなったり、測定値に影響を与える場合があります。 このよ

うなときは、加熱管を取り外して洗浄してください。

＊ 測定直後は、加熱管は高温になっています。 表示部の温度で確認して、十分冷えてから操作

してください。 火傷等の危険があります。

＊ 加熱管はガラス製品です。 取り扱いには十分注意してしてください。

＊ 加熱管の表面には、無色のヒータが蒸着してあります。 加熱管表面を洗浄するときは、水ま

たはぬるま湯で、中性洗剤を使用し、柔らい布状のもので洗浄してください。

＊ 加熱管を洗浄するときは、シーリング（加熱管下部のゴムリング）を外しますが、このシーリ

ングが汚れている場合があります。 汚れていたら洗浄してください。 また、劣化して亀裂、

ひび割れ、穴あきなどがあるときは、必ず新しいものと交換してください。

＊ 洗浄後は、加熱管が十分乾燥していることを確認してから、本器に取り付けてください。 濡

れていると故障の原因となります。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「加熱管の交

換」を選択し、  キーを押します。

＊加熱管の交換を行ないます。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「加熱管の交換（取付け）」画面に移り
ます。
加熱管温度が4 0 ℃以下であれば、次
の作業に移ります。

交換を中止する場合は  キーを

押します。

＊加熱管は非常に熱くなっています。取り扱
いには十分ご注意ください。

部品の交換

吸着剤の交換

加熱管の交換

加熱管の調整
 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

加熱管の交換（取付け）

本器の電源を「O F F」にし、
電源を抜いてください

◆   感電の危険があります
◆   取扱説明書に従って交換
してください

 加熱管温度 ： 33℃

 Stop：中止

注意
火傷

加熱管の交換（取付け）

加熱管高温
しばらくお待ちください

◆   感電の危険があります
◆   取扱説明書に従って交換
してください

 加熱管温度 ：  131℃

 Stop：中止

【加熱管温度が40℃以下の場合】 【加熱管温度が40℃以上の場合】

＊加熱管温度が40℃以上の状態では、交換作
業はできません。加熱管温度が下がるまで
お待ちください。

注意
火傷
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4. 加熱管の両サイドのキャップ小（2カ
所）を取り外します。

＊キャップ小がきつくて外れないときは、も
う一度元どおりに組み立てて、加熱管を
100℃まで上げ、熱膨張でキャップがゆる
んでから外してください。
無理に外そうとすると、加熱管が破損する
恐れがあります。

＊キャップ大の上に付いているキャップ小は
取り外さないでください。

操 作 手 順 説 明 図 操 作 の 説 明

1. 本体背面の電源スイッチを「O F F 」に
し、電源コードを抜きます。

2.図のように、保護管を取り外します。

3.温度センサを、加熱管中央部のガラス
管の中から温度センサ固定具と一緒
に取り外します。

5.キャップ大を取り外します。

1） 加熱管の取り外し手順

＊電源スイッチおよび電源コードを入れた状
態で操作をすると、感電する危険がありま
す。

警告
感電

＊このとき、キャップ大の内部に取り付けて
あるＯリングを落とさないように注意して
ください。

電源コード

保護管

温度センサ

温度センサ固定具

加熱管

キャップ大

キャップ小
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9. 加熱管下部のシーリング（ゴムリン
グ）を取り外します。

操 作 手 順 説 明 図 操 作 の 説 明

6. フィルタホルダを取り外します。

7.加熱管に取り付けてあるケーブル2本
を取り外します。

8. シャフト押し下げボタンを押しなが
ら、加熱管位置決めシャフトを引き込
ませ、加熱管を90度回して、上へ持ち
上げてください。

＊フィルタホルダに乗せてある、ミクロラス
シート（カーボン用）を紛失しないよう注意
してください。

10.この時点で、加熱管を交換したり、洗
浄を行います。

AC100V端子
白

白
AC100V端子

シーリング

フィルタホルダ

シャフト押し下げボタン
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4. P53 『1） 加熱管の取り外し手順』
手順4で外した、本体から出ている
キャップ小の付いた白いチューブ2本
の先を、加熱管の左右2カ所のガラス
ネジ部にしっかりとねじ込みます。

＊チューブを引っ張っても抜けないことを確
認してください。

＊キャップは回転が止まるまで強くねじ込ん
でください。

＊加熱後（10分程度）、熱膨張でキャップがゆ
るむ場合があります。 測定前に必ず確認し
てください。

＊配管、配線がヒータ面（ガラス表面）に接触
しないように注意してください。

操 作 手 順 説 明 図 操 作 の 説 明

1. 図のように、加熱管の下部にシーリ
ングを取り付けます。

2.図を参考にして、加熱管を本体上部の
左側に取り付けます。ロックするま
で、左右のどちらかに90度回します。

3.加熱管にACの端子をつなぎます。
図を参考に、加熱管にそれぞれのケー
ブルの端子を、確実にしっかりとネジ
で締めてください。

5.加熱管上部に活性炭の入ったフィル
タホルダを装着し、その上にミクロラ
スシート（カーボン用）をのせ、キャッ
プ大の付いたチューブを加熱管上部
（フィルタホルダ部）にねじ込みます。

2） 加熱管の取り付け手順

＊必ず本体背面の電源スイッチを「OFF」に
し、電源コードを抜いた状態で行なってく
ださい。

＊このとき、図のようにシーリングと加熱管
が密着していることを確認してください。
密着していないと動作不良になる場合があ
ります。

＊必ず加熱管がロックされていることを確認し
てください。

＊ネジを締めすぎると加熱管を破損すること
がありますので、注意してください。

＊加熱管内部にフィルタホルダがセットされ
ていることを確認してください。
（⇒ P23 「3-4 フィルタホルダ（活性炭）の
取付」参照）

＊キャップ大は、熱で柔軟性をおびてからね
じ込んでください。冷たい状態でねじ込む
と、摩擦で加熱管が破損することがありま
す。

シーリング

加熱管

AC100V端子
白

白
AC100V端子

ミクロラスシート
（カーボン用）

キャップ大

フィルタホルダ部
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操 作 手 順 説 明 図 操 作 の 説 明

6. 図のように温度センサを加熱管上部
（側部）の細いガラス管の中に入れ、温
度センサ固定具で、温度センサを固定
します。

7.保護管を図のようにロックされるま
で回して取り付けます。

8. 電源スイッチを「ON」にします。

＊このとき、温度センサの先端が、ガラス管の
最下部まで挿入されていることを確認して
ください。
ガラス管の最下部まで挿入されていない
と、温度制御ができません。

＊電源を入れると、器械内部でモータ等の動
作音がしますが、故障や暴走ではありませ
ん。 器械内部の初期位置（状態）の確認を
行っています。

9.「加熱管の交換（取付け）」の画面を表
示します。
その後は、P25 『4. 測定準備』の手順
4より操作を行ないます。

加熱管の交換（取付け）

  加熱管の項管（取付け）確認をします

 加熱管温度 ： 29℃

 Menu：次へ

温度センサ
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6-5-3 加熱管の調整

加熱管は温度制御を行っており、この加熱管の温度制御プログラム（検量線）は個々の器械により異

なります。 出荷時には調整してありますが、試験環境などによって、この温度制御精度が変化するこ

とがあります。 このような場合には、加熱管の調整を行ってください。

調整時期
1 加熱管を交換した場合

破損等により、加熱管を交換したときは、必ず加熱管の調整を行ってください。

2 温度制御の精度が低下したと思われるとき

温度制御の精度は、環境温度やキャリアガスの流量の差、加熱管のガラスや表面ヒータの経時

変化などで低下することがあります。 定期的に、加熱管の調整を行うことをお勧めします。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「加熱管の調

整」を選択し、  キーを押します。

＊加熱管の調整を行ないます。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「加熱管の調整」画面に移ります。

キーを押すと、加熱管の調整を行

ないます。

調整を中止する場合は  キーを

押します。

＊加熱管の調整には、3時間程度かかります。

部品の交換

吸着剤の交換

加熱管の交換

加熱管の調整
 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

加熱管の調整

加熱管の交換などで温度制御が
できなくなった時、加熱管調整を
おこなってください。

  Return：開始/ Stop：中止

4. 加熱管の調整が終了すると、メニュー
画面に戻ります。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲
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6-5-4 活性炭の交換

本器は、活性炭を使用することで水分選択操作（⇒ P9 『1-1 測定原理』参照）を行っています。

精度の高い測定を行うためには、活性炭を交換することが必要となります。 活性炭は、下記のような

場合に交換してください。

1 測定50回を目安として交換してください。

2 上記50回は、あくまでも目安です。 揮発成分の量が多い場合や、揮発成分の種類によっては、

早めに交換する必要があります。

3 測定する試料の種類を変えた場合は、交換してください。

＊ 測定直後、またはプレヒート直後は内部が高温になっています。 本器表示部の温度を確認し

て交換作業を行ってください。

また、交換時は電源コードを抜いて行ってください。 火傷、感電等の危険があります。

＊ 電源を入れたまま（待機画面）本体上部の保護管を外すと、加熱管の温度は自動的に下がりま

すが、高温時は火傷等の危険がありますので、必ず電源を切ってから作業を行ってください。

操 作 手 順 説 明 図 操 作 の 説 明

1. 本体背面の電源スイッチを「O F F 」に
し、電源コードを抜きます。

2.図のように、保護管を取り外します。

3. キャップ大を取り外します。

＊電源スイッチおよび電源コードを入れた状
態で操作をすると、感電する危険がありま
す。

警告
感電

電源コード

保護管

警告
感電

注意
火傷

交換手順 （活性炭を交換する際の、器械の設定は必要ありません。）

＊このとき、キャップ大の内部に取り付けて
あるＯリングを落とさないように注意して
ください。

キャップ大
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操 作 手 順 説 明 図 注 意 事 項

5. フィルタホルダの中の古い活性炭を
捨て、スプーンを使って、新しい活性
炭をフィルタホルダの上面2mm程度
下まで入れます。

6.その上にミクロラスシート（カーボン
用）をのせた後、そのフィルタホルダ
を加熱管に取り付けます。

4.加熱管内部のフィルタホルダを取り
出し、上にのっているミクロラスシー
ト（カーボン用）を取り出します。

＊キャップ大は、熱で柔軟性をおびてからね
じ込んでください。冷たい状態でねじ込み
ますと、摩擦で加熱管が破損することがあ
ります。

7. キャップ大の付いたチューブを取り
付けます。

8.保護管を図のようにロックされるま
で回して取り付けます。

＊活性炭の交換後、加熱管内に付着した水分
を除去するためブランク測定を行ってくだ
さい。

2mm

ミクロラスシート
（カーボン用）

フィルタホルダ

スプーン

活性炭

＊活性炭は無害です。 可燃ゴミとして処理で
きます。

＊ミクロラスシート（カーボン用）を紛失しな
いよう注意してください。

ミクロラスシート
（カーボン用）

フィルタホルダ

キャップ大
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6-6 システム設定（  キー）

オプションのプリンタやパソコンへの出力時の、印字の設定、年月日の設定およびメモリの初期化を

行なうことができます。

6-6-1 印字の設定

印字の出力内容は、以下の3種類から選択できます。

1 印字なし ⇒ 印字しません。

2 パソコン ⇒ パソコン出力用に設定されます。測定条件と測定値（データ）を出力します。

3 プリンタ ⇒ プリンタ出力用に設定されます。測定条件と測定図（グラフ）を出力します。

＊ 印字の設定は、プリンタを接続し、電源を「ON」にしないと設定できません。

印字設定を行う場合は、あらかじめプリンタを接続し、プリンタの電源を入れてください。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「印字の設定」

を選択し、  キーを押します。

＊印字の設定を行ないます。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「印字の設定」画面に移ります。

または キーを押すと、

マークが移動するので、印字方法を選

択し、  キーを押します。

設定を中止する場合は  キーを

押します。

＊「プリンター（条件＆グラフ）」を選択した場
合、印字の設定が正常に行われるとプリン
タに、 「Data communication OK!」 と
表示・印字されます。

システムの設定

印字の設定

年月日の設定

メモリの初期化
 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

▲

印字の設定

印字なし

パソコン（条件＆データ）

プリンター（条件＆グラフ）
 

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

4. 印字の設定が終了し、メニュー画面に
戻ります。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲
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6-6-2 年月日の設定

プリンタやパソコンに測定データを出力させるときの測定日時を設定することができます。

出荷時に日付、時間を設定してありますが、長期使用において時間がズレる場合があります。 この場

合は手順に従って新たに内蔵の時計を合わせてください。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「年月日の設

定」を選択し、  キーを押します。

＊年月日の設定を行ないます。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「年月日の設定」画面に移ります。

数値キー  ～  で現在の日時

を設定します。西暦から順に数値キー

を押していくと、年（yy）、月（mm）、日

（dd）、曜日（day）、時（hh）、分（mm）、

秒（ss）、の順にカーソル（■）が移動し

ます。

＊年月日、曜日、時間を入力することができま
す。

＊年（yy）の設定は、西暦下2ケタです。

＊曜日（day）の設定は、以下の表示の0～6よ
り選択します。

システムの設定

印字の設定

年月日の設定

メモリの初期化
 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

▲

年月日の設定

’yy/mm/dd day hh:mm:ss

’03/12/15Sat13:00:00

 

  Return：設定/  0-9：入力/  Stop：中止

4. 入力が正しければ、  キーを押し

ます。

設定を中止する場合は  キーを

押します。

年月日の設定

’yy/mm/dd day hh:mm:ss

’04/10/10Sun 18: 31:00

0 - Sun. 1 - Mon. 2 - Tue.
3 - Wed. 4 - Thu. 5 - F r i .
6 - Sa t .

  Return：設定/  0-9：入力/  Stop：中止

5. 年月日の設定が終了すると、メニュー
画面に戻ります。

＊ここでは「2004年10月10日 日曜日 18
時31分」に設定しています。

年月日の設定

’yy/mm/dd day hh:mm:ss

’04/10/10Sun 18: 31:00

 

  Return：設定/  0-9：入力/  Stop：中止

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲
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6-6-3 メモリの初期化

この設定は、すでに登録されているユーザーエリア内のすべてのデータ（測定条件等）を削除する場

合に使用します。 この操作を行うと、データ（測定条件等）がすべて消えてしまいますので注意して

ください。 メモリの初期化を行った後は自動的に出荷時の初期設定に戻ります。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「メモリの初

期化」を選択し、  キーを押します。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「メモリの初期化」確認画面に移りま
す。

メモリの初期化をする場合は

キーを押します。初期化を中止する場

合は  キーを押します。

＊「メモリの初期化」を行なうと、設定条件お
よび表示水分吸着量が初期設定に戻りま
す。

▲
▲
▲
▲
▲

4. メモリの初期化が終了すると、メ
ニュー画面に戻ります。

システムの設定

印字の設定

年月日の設定

メモリの初期化
 

  Return：次へ/ ：選択/ Stop：中止

▲

  メモリの初期化

初期化をしてもよろしいですか？

 

  Return：初期化/  Stop：中止

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲
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6-7 その他の設定（  キー）

加熱管加熱の停止・延長、言語設定、天秤キャリブレーションおよびゼロブランクデータの作成を行

なうことができます。

6-7-1 加熱管加熱の停止・延長

1） 加熱管加熱の停止

測定途中に、加熱管の加熱を停止することができます。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「加熱管加熱

停止・延長」を選択し、  キーを押し

ます。

＊加熱管加熱を停止します。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「加熱管加熱停止・延長」画面に移りま
す。

または キーを押すと、

マークが移動するので、「加熱管加熱

停止」を選択し、  キーを押します。

＊測定しない状態が2時間以上続くと、自動的
に加熱を停止します。
（⇒ P74 『8-3 確認メッセージ』：71参照）

その他の設定

加熱管加熱停止・延長

英語（English）

天秤キャリブレーション
 

ブランクゼロデータ

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

▲

4.「加熱停止」画面が点滅し、加熱を停止
します。（⇒ P74 『8-3 確認メッセー
ジ』：61参照）
加熱管加熱停止を止めて、加熱を再開

するときは  キーを押します。

加熱管加熱停止・延長

加熱管加熱停止

加熱管加熱延長(2hr)

 

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾        
乾      

温
  

吸着:       ｇ

Ver.  027-BLaB  AUG08  NO.2  EMMANUELLE

  STOP  HEATING   61

停止モードを止める時は
   Stop を押してください
 加熱管の温度   45  ℃
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2） 加熱管加熱の延長

測定途中に、加熱管の加熱時間を延長することができます。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「加熱管加熱

停止・延長」を選択し、  キーを押し

ます。

＊加熱管加熱を2時間延長します。メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「加熱管加熱停止・延長」画面に移りま
す。

または キーを押すと、

マークが移動するので、「加熱管加熱

延長（2hr）」を選択し、  キーを押

します。

その他の設定

加熱管加熱停止・延長

英語（English）

天秤キャリブレーション
 

ブランクゼロデータ

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

▲

4. 加熱管加熱の延長が終了すると、ブ
ザー音が鳴り、メニュー画面に戻りま
す。

加熱管加熱停止・延長

加熱管加熱停止

加熱管加熱延長(2hr)

 

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

＊測定しない状態が2時間以上続くと、自動的
に加熱を停止します。

（⇒ P74 『8-3 確認メッセージ』：71参照）

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲
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6-7-2 表示言語の設定

本体表示部の表示言語を、日本語、または英語に切り替えることができます。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マ ー ク が 移 動 す る の で 、「 英 語

（English）」を選択し、  キーを押

します。

＊表示言語を切り替えます。

＊出荷時は、日本語に設定されています。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3. ブザー音と共に表示言語が切り替わ
り、英語のメニュー画面を表示しま
す。

＊表示言語は「日本語」か「英語」を選択できま
す。
ここでは、日本語表示から英語表示に変更
しています。
英語表示から日本語表示に変更する場合
は、手順2の「その他の設定」画面で「日本語」

を選択して、  キーを押します。

その他の設定

加熱管加熱停止・延長

英語（English）

天秤キャリブレーション
 

ブランクゼロデータ

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

▲

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  Setting Test Parameters
F2:  Recall & Store Test Programs
F3:  Graph & Data Output
F4:  Parts Replacement
F5:  System Settings
F6:  Other Settings

  F1 - F6：EXECUTION/  Stop：EXIT

▲
▲
▲
▲
▲
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6-7-3 天秤キャリブレーション

本器は、試料の初期質量と試料から蒸発した微量の水分質量を内蔵天秤で計測し、水分を算出する測

定器です。

したがって、測定値は天秤の精度に大きく左右されます。 この内蔵天秤をキャリブレーションする

ことで精度の高い測定を維持することができます。

内蔵天秤は出荷時にキャリブレーションを行っていますが、下記のような場所で使用する場合は、天

秤のキャリブレーションを実施することをお勧めします。

1 極端に高度の高い場所、および低い場所

2 極端に気圧の高い場所、および低い場所

3 定期校正時 など

＊ キャリブレーションは、必ずキャリアガスを止めてから行ってください。

＊ 天秤のキャリブレーション用の基準分銅（必ず、100gの分銅を使用してください。）はオプ

ションとなっています。 天秤のキャリブレーションを行う場合はあらかじめキャリブレー

ション用の基準分銅（100g）をお求めください。

＊ 天秤のキャリブレーションを途中で中止すると、天秤精度が保証できなくなります。必ず基

準分銅（100g）を用意して、最後までキャリブレーションを行なってください。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「天秤キャリ

ブレーション」を選択し、  キーを

押します。

＊内蔵天秤のキャリブレーションを行ないます。
天秤がずれている場合など、手動で天秤の
キャリブレーションを行なうことができま
す。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3. キャリブレーション画面になり、「吸
着セルをはずしてください」と表示し
ます。
吸着セル格納蓋を開け、セル抜きを
使って吸着セルを取り出し、（⇒ P49
『6 - 5 - 1  吸着剤の交換（モレキュラ

シーブ）の交換』 手順4～6参照）  

キーを押します。

＊手順3以降で  キーを押して中止すると、

天秤の初期設定を行ないますので、メニュー画面
に戻るまで多少の時間を要します。

▲
▲
▲
▲
▲

キャリブレーション

吸着セルをはずしてください

  Return：次へ/  Stop：中止

その他の設定

加熱管加熱停止・延長

英語（English）

天秤キャリブレーション
 

ブランクゼロデータ

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

▲

吸着セル格納蓋
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操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

4.「試料皿をのせてください」と表示し
ます。
スライドテーブルが出てきますので、

試料ケースと試料皿をのせて、

キーを押します。
スライドテーブルが中へ入り、風袋質
量を測定します。

5.風袋質量測定後、「分銅をのせてくだ
さい」と表示し、再度スライドテーブ
ルが出てきます。
試料皿の上に1 0 0 g 分銅をのせて、

 キーを押します。

スライドテーブルが中へ入り、分銅質
量を測定します。

6.分銅質量測定後、「吸着セルをのせてく
ださい」と表示します。
100g分銅を取り出し、手順3で取り出
した吸着セルをセットします。

吸着セル格納蓋を閉め、  キーを

押します。

＊天秤の初期設定を行ないますので、メ
ニュー画面に戻るまで多少の時間を要しま
す。

キャリブレーション

吸着セルをのせてください

  Return：次へ/  Stop：中止

キャリブレーション

試料皿をのせてください

  Return：次へ/  Stop：中止

キャリブレーション

分銅をのせてください

  Return：次へ/  Stop：中止

7. 天秤のキャリブレーションが終了す
ると、メニュー画面に戻ります。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲

試料皿

スライドテーブル

＊吸着セルの横穴が、前後になるように取り
付けてください。

＊吸着セルは、台座の上に軽く置いてくださ
い。強く押しつけると、天秤が破損する恐れ
があります。

吸着セル
吸着セル格納蓋
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6-7-4 ブランクゼロデータの設定
ゼロ ゼロ

ブランク測定値を「0mg」として測定を行ないたい場合、この機能を使用してブランク値を「0」に設

定することができます。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. メニュー画面で  キーを押しま

す。

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、「ブランクゼ

ロデータ」を選択し、  キーを押し

ます。

＊ブランクゼロデータの設定を行ないます。

＊この方法での測定は、若干測定精度が落ちますの
でご注意ください。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

3.「ブランクゼロデータ」確認画面に移
ります。

ゼロ

ブランク値に0mgのデータを入力す

る場合は、  キーを押します。

中止する場合は  キーを押しま
す。

▲
▲
▲
▲
▲

ブランクゼロデータ

ブランクデータに0mgデータ
を入力します

  Return：設定/  Stop：中止

その他の設定

加熱管加熱停止・延長

英語（English）

天秤キャリブレーション
 

ブランクゼロデータ

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

▲

4. ブランクゼロデータの設定が終了す
ると、メニュー画面に戻ります。

メニュー -FUNKTION KEYS-

F1:  測定条件の編集
F2:  測定条件の呼出＆登録
F3:  測定図＆測定値の出力
F4:  部品の交換
F5:  システムの設定
F6:  その他の設定

  F1 - F6：選択/ Stop：中止

▲
▲
▲
▲
▲
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7. その他の機能

7-1 試料皿移動（  キー）

予期せぬトラブル等で、試料皿を強制的に取り出したい場合などは、手動で試料皿の位置を移動させ

ることができます。

＜移動位置＞ 排出位置 ：スライドテーブルが出てきて、試料皿が取り出せる位置に移動します。

待機位置 ：試料皿を、本器内部の測定に関係ない位置へ移動します。

（測定を行なっていないときの試料皿の位置はこの位置です。）

測定位置 ：試料皿を、加熱管内（測定を行なう場所）へ移動します。

操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. 待機画面で  キーを押します。  微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  180 ℃
監視時間    -    60 秒
変動幅    - 0.01 mg
監視開始時間    -      2 分
温度: 180℃
流量:  60ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08

2. または キーを押すと、

マークが移動するので、希望の試料皿

移動位置を選択し、  キーを押しま

す。

3.設定した位置に試料皿が移動し、待機
画面に戻ります。

＊「測定位置」を選択する場合は、必ず試料皿
をセットしてください。

＊「測定位置」を選択した場合で、すでに「測定
位置」に試料皿がセットしてある場合は、温
度が70℃以下では試料皿を取り出すこと

ができません。  キーが無効になりま

す。

移動位置

排出位置

待機位置

測定位置
 

  Return：設定/ ：選択/ Stop：中止

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  180 ℃
監視時間    -    60 秒
変動幅    - 0.01 mg
監視開始時間    -      2 分
温度: 180℃
流量:  60ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08
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操 作 手 順 表 示 部 操 作 の 説 明

1. 待機画面で  キーを押します。

グラフ部分と最終行の表示が切り替
わります。

2.再度  キーを押すと、元の表示

（グラフ＆時間）に戻ります。

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  180 ℃
監視時間    -    60 秒
変動幅    - 0.01 mg
監視開始時間    -      2 分
温度: 180℃ 出力   ：   PR
流量:  60ml/min
吸着:  0.0ｇ

                                            AD00008

7-2 待機画面の切り替え（  キー）

表示画面の表示方法を変更することができます。

 微量水分計
測定単位    -  [ppm]
乾燥温度    -  180 ℃
監視時間    -    60 秒
変動幅    - 0.01 mg
監視開始時間    -      2 分
温度: 180℃
流量:  60ml/min
吸着:  0.0ｇ

    Date 2004/07/07     Time 03 : 05 : 08

＊「出力」欄の表示には、None : 印字なし
PC : パソコンへ出力
PR : プリンタへ出力

の3種類があります。
ここでは、「PR : プリンタへ出力」を表示し
ています。
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8. メッセージ一覧

測定中、表示部に表示されるメッセージには、「エラーメッセージ」「警告メッセージ」「確認メッセー

ジ」の3種類があります。

メッセージが表示された場合は、以下の対処方法に従って操作してください。

＊ 場合によっては対処方法が当てはまらない場合もあります。その場合は、部品の破損等につ

ながる恐れがありますので、お買い求めの販売店、または弊社東京営業部、支店・各営業所へ

お問い合わせください。

8-1 エラーメッセージ
表 示 異 常 内 容 原 因 と 対 処 方 法

ERROR 1

100

101

102

103

104

105

106

107

111

120

121

122
130

天秤信号エラー

天秤からエラー信号が送られたときに表
示します。エラー内容は、右下に表示され
る番号で確認できます。

（コミュニケーションエラー）

（未定義コマンドエラー）

（実行不能状態）

（タイムオーバー）

（キャラクタオーバー）

（ターミネーターエラー）

（フォーマット）

（設定値エラー）

（計量値不安定）

（CAL分銅不良（正））

（CAL分銅不良（負））

（パワーオンゼロ範囲外）

  ! !  ERROR  ! !   1

   The balance error signal
   Stop を押してください
                                   111

天秤の計量値が不安定（風袋質量除去やキャリブレーションが
できない）
吸着セルの装着、吸着セル上部の蓋がしまっているか、振動の
ない環境か確認してください。

天秤キャリブレーション時の校正分銅が重すぎる
校正分銅の重さは100gです。分銅の重さを確認してくださ
い。（⇒ P66 『6-7-3 天秤キャリブレーション』参照）

天秤キャリブレーション時の校正分銅が軽すぎる
校正分銅の重さは100gです。分銅の重さを確認してくださ
い。（⇒ P66 『6-7-3 天秤キャリブレーション』参照）

天秤への負荷が不十分
吸着セルが正しく装着されているかを確認してください。
（⇒ P21 『3-2 吸着剤の充填、吸着セルの取り付け』参照）

     WARRING! ! 31

             Interruption
   Stop を押してください
 

  STOP HEATING 61

停止モードを止める時は
   Stop を押してください
 加熱管の温度   45  ℃

【エラーメッセージ例】 【警告メッセージ例】 【確認メッセージ例】
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表 示 異 常 内 容 原 因 と 対 処 方 法

ERROR 2

ERROR 3

ERROR 5

ERROR 14

ERROR 15

天秤信号取得エラー

天秤不安定（試料皿）

モーター停止スイッチエラー

モーター動作時間オーバー

加熱管の調整失敗

一定時間を経過しても、天秤から信号がこない
一度電源を切って、入れ直してください。

試料皿が適切な位置にない、または吸着セルが適切にセットさ
れていない
試料質量が常温で変化してしまい、安定しない
測定を中断して、吸着セルが正しくセットされているかを確
認してください。さらに、一度電源を切ってから入れ直してく
ださい。

モーターが所定の位置で停止していない

モーターが一定時間内に所定の位置まで移動しなかった

加熱管の調整がうまくいかない
一度電源を切ってから、加熱部の配線を確認してください。
（⇒ P22 『3-3 加熱管の取り付け』参照）
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8-2 警告メッセージ

表 示 異 常 内 容 原 因 と 対 処 方 法

WARNING 31

WARNING 32

WARNING 33

WARNING 34

WARNING 35

WARNING 36

WARNING 37

WARNING 41

測定中止警告メッセージ

出力設定警告メッセージ

試料重量警告メッセージ

試料皿警告メッセージ

エアー流量警告メッセージ

測定時間オーバー警告メッセージ

ブランクデータなし警告メッセージ

加熱管内温度警告メッセージ

測定中に  キーで測定を中止した

必要な出力設定がされていない

 の「印字の設定」を行なってください。

（⇒ P60 『6-6-1 印字の設定』参照）

試料皿に10mg以上の試料がのっていない
試料の必要量は10mg以上です。試料質量を確認してください。

試料皿がセットされていない
試料皿がのっているかを確認してください。
試料皿をのせても表示する場合は、一度電源を切ってから入
れ直してください。

エアー流量が適量でない
ガス流量を確認してください。
下限は100ml/min、上限は1000ml/minです。

測定が時間内に終了しない
測定時間は、ブランク測定は20分、通常測定は最大120分です。
測定条件を変更して、再度測定してみてください。
また、ガス内の水分が原因の場合もありますので、ガスを交換
してください。

通常測定（試料測定）時に必要な、ブランク測定データがない
ブランク測定を行なってください。

測定開始時に、加熱管の温度が「設定条件温度±5℃」以内でない
加熱管の温度が安定するまでお待ちください。

加熱管温度が管理できていない場合は、  の「加熱管の

調整」を行なってください。
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8-3 確認メッセージ

表 示 確 認 内 容 内 容

END 51

STOP HEATING 61

TIME OVER 71

測定終了メッセージ

加熱停止メッセージ

待機時間オーバーメッセージ

測定終了時に表示します。

加熱停止機能を選択すると表示します。
このとき、加熱管は加熱されません。

2時間以上測定を行なっていないと表示します。
このとき、加熱管は加熱されません。



製品の保証とアフターサービス

■ 保証書
この製品には保証書がついています。保証書は当社がお客さまに、保証書に記載する保証期間内において、また記載す
る条件内での無償サービスをお約束するものです。記載内容をご確認のうえ、大切に保管してください。

■ 損害に対する責任
この製品（内蔵するソフトウェア、データを含む）の使用、または使用不可能により、お客さまに生じた損害（利益損失、
物的損失、業務停止、情報損失など、あらゆる有形無形の損失）について、当社は一切の責任を負わないものとします。ま
た、いかなる場合でも、当社が負担する損害賠償額は、お客さまがお支払いになった、この商品の代価相当額を上限とし
ます。

■ 定期点検
この製品の性能を確認し維持するために、定期的な点検を受けられることを推奨いたします。製品の使用頻度によりま
すが、年1回程度を目安とすると良いでしょう。点検は本製品をお求めになった販売店、または当社へお問い合わせく
ださい。

■ 修理
「故障？」と思われる症状のときは、この取扱説明書に記載されている関連事項や、電源・接続・操作などを再度お確かめ
ください。それでもなお改善されないときは、本製品をお求めになった販売店、または当社へご連絡ください。

■ 校正証明書
当社の製品はISO 9001 、品質マネジメントシステムに準拠して製作されています。お客さまのご要望によっ
て校正証明書の発行が可能ですが、製品の種類、状態によっては不可能な場合があります。本製品の校正証明書発行に
ついては、お求めになった販売店、または当社へお問い合わせください。
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